
JP 2017-521772 A 2017.8.3

(57)【要約】
　電源アダプター（１００）であって、電力変換ユニッ
ト（１１０）及び電源線（１２１）を含み、電力変換ユ
ニット（１１０）は、電源線（１２１）により端末（２
００）に充電する。電源アダプター（１００）は、通信
ユニット（１３０）とデータケーブル（１２２）を更に
含む。電源アダプター（１００）が端末（２００）に接
続する時、通信ユニット（１３０）は、データケーブル
（１２２）により端末（２００）と通信する。本電源ア
ダプター（１００）は依然として電源線（１２１）によ
り端末（２００）に充電する。また、電源アダプター（
１００）が端末（２００）に接続する時、電源アダプタ
ー（１００）は、データケーブル（１２２）により端末
（２００）と通信する。データ、電力の時分割多重化電
源線の方式と比べ、信号隔離ユニットの負荷が過大とな
るため、電源線に産生した発熱現象を効率的に回避する
ことができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力変換ユニット及び充電インタフェースを含む電源アダプターであって、
　前記充電インタフェースは、電源線を含み、
　前記電力変換ユニットは、前記電源線により端末に充電し、
　前記電源アダプターは、通信ユニットを更に含み、
　前記充電インタフェースは、データケーブルを更に含み、
　前記電源アダプターが前記端末に接続する時、前記通信ユニットは、前記データケーブ
ルにより前記端末と通信することを特徴とする電源アダプター。
【請求項２】
　前記端末に充電する前に、前記通信ユニットと前記端末とが前記端末の充電モードをネ
ゴシエーションし、
　前記充電モードは、急速充電モード及び普通充電モードを含むことを特徴とする請求項
１に記載の電源アダプター。
【請求項３】
　前記通信ユニットと前記端末とが前記端末の充電モードをネゴシエーションすることは
、具体的には、
　前記通信ユニットが、前記端末にハンドシェーク請求メッセージを送信することと、
　前記通信ユニットが、前記端末からハンドシェーク応答メッセージを受信し、前記ハン
ドシェーク応答メッセージは、前記端末が急速充電モードを支持することを示すことと、
　前記通信ユニットが、前記ハンドシェーク応答メッセージに基づいて、前記急速充電モ
ードに従って前記端末に充電することを決定することと、を含むことを特徴とする請求項
２に記載の電源アダプター。
【請求項４】
　前記通信ユニットと前記端末とが前記端末の充電モードをネゴシエーションすることは
、具体的には、
　前記通信ユニットが、前記端末にハンドシェーク請求メッセージを送信することと、
　前記端末からハンドシェーク応答メッセージを受信できなかった場合に、前記通信ユニ
ットが、普通充電モードに従って前記端末に充電することを決定することと、を含むこと
を特徴とする請求項２または３に記載の電源アダプター。
【請求項５】
　前記通信ユニットと前記端末とが前記端末の充電モードをネゴシエーションすることは
、具体的には、
　前記通信ユニットが、前記端末にハンドシェーク請求メッセージを送信することと、
　前記通信ユニットが、前記端末からハンドシェーク応答メッセージを受信し、該ハンド
シェーク応答メッセージが、前記端末が支持する充電モード及び前記端末の現在の作動パ
ラメーターを含むことと、
　前記電源アダプター及び前記端末が、いずれも急速充電モードを支持し、且つ前記端末
の現在の作動パラメーターが、急速充電の条件を満足する場合に、前記通信ユニットが、
急速充電モードに従って前記端末に充電することを決定することと、
　前記電源アダプター及び前記端末が、いずれも急速充電モードを支持し、且つ前記端末
の現在の作動パラメーターが、急速充電の条件を満足しない場合に、前記通信ユニットが
、普通充電モードに従って前記端末に充電することを決定することと、を含むことを特徴
とする請求項２に記載の電源アダプター。
【請求項６】
　前記端末に充電する前に、前記通信ユニットと前記端末とが充電パラメーターをネゴシ
エーションし、前記充電パラメーターが、充電電圧及び充電電流のうち少なくとも一種を
含むことを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載の電源アダプター。
【請求項７】
　前記通信ユニットと前記端末とが充電パラメーターをネゴシエーションすることは、具
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体的には、
　前記通信ユニットが、前記端末にハンドシェーク請求メッセージを送信することと、
　前記通信ユニットが、前記端末からハンドシェーク応答メッセージを受信し、該ハンド
シェーク応答メッセージが、前記端末の型番、前記端末の標識、前記端末の電池の温度、
前記端末が支持できる最大充電電圧、及び前記端末が支持できる最大充電電流のうち少な
くとも一種を含むことと、
　前記通信ユニットが、前記ハンドシェーク応答メッセージの情報に基づいて前記充電パ
ラメーターを決定することと、を含むことを特徴とする請求項６に記載の電源アダプター
。
【請求項８】
　前記充電インタフェースは、ユニバーサル・シリアル・バスのＵＳＢインタフェースで
あることを特徴とする請求項１ないし７のいずれかに記載の電源アダプター。
【請求項９】
　前記データケーブルは、前記ＵＳＢインタフェースのＤ＋線とＤ－線のうち少なくとも
一本であることを特徴とする請求項８に記載の電源アダプター。
【請求項１０】
　前記電源アダプターが前記端末に充電電流を出力する過程で、前記通信ユニットは前記
データケーブルにより前記端末との通信を保持することを特徴とする請求項１ないし９の
いずれかに記載の電源アダプター。
【請求項１１】
　前記電源アダプターが前記端末に充電電流を出力する過程で、前記通信ユニットは前記
データケーブルにより前記端末から第一情報を受信し、
　前記第一情報は、当該端末の現在の電池電圧を示すことを特徴とする請求項１０に記載
の電源アダプター。
【請求項１２】
　前記電源アダプターが前記端末に充電電流を出力する過程で、前記通信ユニットは前記
データケーブルにより前記端末に第二情報を送信し、
　前記第二情報は、当該電源アダプターが出力する電流値または電圧値を示すことを特徴
とする請求項１０または１１に記載の電源アダプター。
【請求項１３】
　前記電源アダプターが前記端末に充電電流を出力する過程で、前記通信ユニットは前記
データケーブルにより前記端末から第三情報を受信し、
　前記第三情報は、当該端末が当該電源アダプターから受け入れる電流値または電圧値を
示すことを特徴とする請求項１０ないし１２のいずれかに記載の電源アダプター。
【請求項１４】
　前記電源アダプターが前記端末に充電電流を出力する過程で、前記通信ユニットは前記
データケーブルにより前記端末に第四情報を送信し、
　前記第四情報は、当該電源アダプターの出力電圧が過電圧であるか、または出力電流が
過電流であることを示すことを特徴とする請求項１０ないし１３のいずれかに記載の電源
アダプター。
【請求項１５】
　前記電源アダプターが前記端末に充電電流を出力する過程で、前記通信ユニットは前記
データケーブルにより前記端末から第五情報を受信し、
　前記第五情報は、当該端末が当該電源アダプターから受け入れる電圧が過電圧であるか
、または受け入れる電流が過電流であることを示すことを特徴とする請求項１０ないし１
４のいずれかに記載の電源アダプター。
【請求項１６】
　前記通信ユニットは、前記データケーブルにより前記端末と双方向通信を行うことを特
徴とする請求項１ないし１５のいずれか一項に記載の電源アダプター。
【請求項１７】
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　電池と、充電インタフェースを含む端末であって、
　前記充電インタフェースは、電源線を含み、
　前記端末は、前記電源線により電源アダプターから充電電流を導入して前記電池に充電
し、
　前記端末は、通信ユニットを更に含み、
　前記充電インタフェースは、データケーブルを更に含み、
　前記端末が前記電源アダプターに接続する時、前記通信ユニットは、前記データケーブ
ルにより前記電源アダプターと通信することを特徴とする端末。
【請求項１８】
　前記端末に充電する前に、前記通信ユニットと前記電源アダプターとが前記端末の充電
モードをネゴシエーションし、
　前記充電モードは、急速充電モード及び普通充電モードを含むことを特徴とする請求項
１７に記載の端末。
【請求項１９】
　前記通信ユニットと前記電源アダプターとが前記端末の充電モードをネゴシエーション
することは、具体的には、
　前記通信ユニットが、前記電源アダプターからハンドシェーク請求メッセージを受信し
、前記ハンドシェーク請求メッセージが、前記電源アダプターが急速充電モードを支持す
ることを示すことと、
　前記通信ユニットが、前記電源アダプターにハンドシェーク応答メッセージを送信し、
前記ハンドシェーク応答メッセージが、前記電源アダプターが急速充電モードに従って前
記端末に充電することを示すことと、を含むことを特徴とする請求項１８に記載の端末。
【請求項２０】
　前記通信ユニットと前記電源アダプターとが前記端末の充電モードをネゴシエーション
することは、具体的には、
　前記通信ユニットが、前記電源アダプターからハンドシェーク請求メッセージを受信し
、前記ハンドシェーク請求メッセージが、前記電源アダプターが急速充電モードを支持す
ることを示すことと、
　前記端末の現在の作動パラメーターが、急速充電の条件を満足する場合に、前記電源ア
ダプターにハンドシェーク応答メッセージを送信し、前記ハンドシェーク応答メッセージ
が、前記電源アダプターが急速充電モードに従って前記端末に充電することを示すことと
、
　前記端末の現在の作動パラメーターが、急速充電の条件を満足しない場合に、前記電源
アダプターにハンドシェーク応答メッセージを送信し、前記ハンドシェーク応答メッセー
ジが、前記電源アダプターが普通充電モードに従って前記端末に充電することを示すこと
とを含むことを特徴とする請求項１８または１９に記載の端末。
【請求項２１】
　前記端末に充電する前に、前記通信ユニットと前記電源アダプターとが充電パラメータ
ーをネゴシエーションし、前記充電パラメーターは充電電圧及び充電電流のうち少なくと
も一種を含むことを特徴とする請求項１７ないし２０のいずれかに記載の端末。
【請求項２２】
　前記通信ユニットと前記電源アダプターとが充電パラメーターをネゴシエーションする
ことは、具体的には、
　前記通信ユニットが、前記電源アダプターからハンドシェーク請求メッセージを受信し
、前記ハンドシェーク請求メッセージが、前記電源アダプターの型番、前記電源アダプタ
ーの標識、前記電源アダプターの作動状態、前記電源アダプターが支持できる最大充電電
圧、及び前記電源アダプターが支持できる最大充電電流のうち少なくとも一種を含むこと
と、
　前記通信ユニットが、前記ハンドシェーク請求メッセージの情報に基づいて前記充電パ
ラメーターを決定することと、
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　前記通信ユニットが、前記端末にハンドシェーク応答メッセージを送信し、前記ハンド
シェーク応答メッセージが、前記端末が前記充電パラメーターに従って前記端末に充電す
ることを示すことと、を含むことを特徴とする請求項２１に記載の端末。
【請求項２３】
　前記充電インタフェースは、ユニバーサル・シリアル・バスのＵＳＢインタフェースで
あることを特徴とする請求項１７ないし２２のいずれかに記載の端末。
【請求項２４】
　前記データケーブルは、ＵＳＢインタフェースのＤ＋線とＤ－線のうち少なくとも一本
であることを特徴とする請求項２３に記載の端末。
【請求項２５】
　前記端末が前記電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で、前記通信ユニットは
前記データケーブルにより前記電源アダプターとの通信を保持することを特徴とする請求
項１７ないし２４のいずれかに記載の端末。
【請求項２６】
　前記端末が前記電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で、前記通信ユニットは
前記データケーブルにより前記電源アダプターに第一情報を送信し、
　前記第一情報は、当該端末の現在の電池電圧を示すことを特徴とする請求項２５に記載
の端末。
【請求項２７】
　前記端末が前記電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で、前記通信ユニットは
前記データケーブルにより前記電源アダプターから第二情報を受信し、
　前記第二情報は、当該電源アダプターが出力する電流値または電圧値を示すことを特徴
とする請求項２５または２６に記載の端末。
【請求項２８】
　前記端末が前記電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で、前記通信ユニットは
前記データケーブルにより前記電源アダプターに第三情報を送信し、
　前記第三情報は、当該端末が当該電源アダプターから受け入れる電流値または電圧値を
示すことを特徴とする請求項２５ないし２７のいずれかに記載の端末。
【請求項２９】
　前記端末が前記電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で、前記通信ユニットは
前記データケーブルにより前記端末に第四情報を送信し、
　前記第四情報は、当該電源アダプターの出力電圧が過電圧であるか、または出力電流が
過電流であることを示すことを特徴とする請求項２５ないし２８のいずれかに記載の端末
。
【請求項３０】
　前記端末が前記電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で、前記通信ユニットは
前記データケーブルにより前記電源アダプターに第五情報を送信し、
　前記第五情報は、当該電源アダプターから受け入れる電圧が過電圧であるか、または受
け入れる電流が過電流であることを示すことを特徴とする請求項２５ないし２９のいずれ
かに記載の端末。
【請求項３１】
　前記端末はスマートフォンであることを特徴とする請求項１７ないし３０のいずれかに
記載の端末。
【請求項３２】
　前記通信ユニットと前記電源アダプターとの間の通信は、双方向通信であることを特徴
とする請求項１７ないし３１のいずれかに記載の端末。
【請求項３３】
　請求項１ないし１６のいずれかに記載の電源アダプターと、請求項１７ないし３２のい
ずれかに記載の端末と、を含むことを特徴とする充電システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、充電領域に関し、特に電源アダプター、終端及び充電システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、スマートフォンがますます消費者に注目されているが、スマートフォンの電力消
費量が大きいため、通常、充電する必要がある。スマートフォンの電池の容量が増えると
、充電時間が相応的に長くなる。いかに急速充電を実現できるのかが強く望まれている。
　電源アダプターが出力電流を増大することにより、急速充電が実現できる。しかし、出
力電流を増大して電池に急速充電を行うと、通常、電源アダプターまたは携帯電話におい
て、温度が高くなりすぎたり、過電圧や、過電流、インタフェースが焼損される等の現象
が発生し、電源アダプターまたは携帯電話が損傷となる場合がある。
　この課題を解決するために、電源アダプターと端末との間に通信機構を設置し、全体の
充電過程において、各指標またはデータを即時にインタラクションして充電状態をリアル
タイムにモニター及び制御する。アップル社（Ａｐｐｌｅ　Ｉｎｃ.）は、出願番号ＣＮ
　１０２７６９３１２Ａの出願において、電源アダプターと電子装置とが、充電過程にお
いて通信を保持するメカニズムを提案した。しかし、当該出願には、充電及びデータ通信
をする際に、電源線を時分割多重化するため、充電の効率に影響を与える可能性が高い。
また、時分割多重化により充電する過程において通信を行うには、データ信号及び電源通
路を隔離する感性素子を増加させる必要があるため、隔離素子の損失が増大し、発熱現象
が著しくなりやすい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、電源アダプター、終端及び充電システムを提供し、電源線を時分割多
重化することによって産生した発熱現象を回避することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の第一態様は、電源アダプターを提供する。電源アダプターは、電力変換ユニッ
ト及び充電インタフェースを含む。前記充電インタフェースは、電源線を含み、前記電力
変換ユニットは、前記電源線により端末に充電する。前記電源アダプターは、通信ユニッ
トを更に含み、前記充電インタフェースは、データケーブルを更に含む。前記電源アダプ
ターが前記端末に接続する時、前記通信ユニットは、前記データケーブルにより前記端末
と通信する。
【０００５】
　第一態様において、第一態様における実施形態は、前記端末に充電する前に、前記通信
ユニットと前記端末とが前記端末の充電モードをネゴシエーションし、前記充電モードは
、急速充電モード及び普通充電モードを含む。
【０００６】
　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態は、前記通
信ユニットと前記端末とが前記端末の充電モードをネゴシエーションすることは、具体的
には、前記通信ユニットは、前記端末にハンドシェーク請求メッセージを送信することと
、前記通信ユニットが、前記端末からハンドシェーク応答メッセージを受信し、前記ハン
ドシェーク応答メッセージが、前記端末が急速充電モードを支持することを示すことと、
前記通信ユニットが、前記ハンドシェーク応答メッセージに基づいて、急速充電モードに
従って前記端末に充電することを決定することを含む。
【０００７】
　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態は、前記通
信ユニットと前記端末とが前記端末の充電モードをネゴシエーションすることは、具体的
には、前記通信ユニットが、前記端末にハンドシェーク請求メッセージを送信することと
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、前記通信ユニットが、前記端末からハンドシェーク応答メッセージを受信できなかった
場合に、前記通信ユニットが、普通充電モードに従って前記端末に充電することを決定す
ることとを含む。
【０００８】
　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態は、前記通
信ユニットと前記端末とが前記端末の充電モードをネゴシエーションすることは、具体的
には、前記通信ユニットが、前記端末にハンドシェーク請求メッセージを送信することと
、前記通信ユニットが、前記端末からハンドシェーク応答メッセージを受信し、前記ハン
ドシェーク応答メッセージが、前記端末が支持する充電モード及び前記端末の現在の作動
パラメーターを含むことと、前記電源アダプター及び前記端末がいずれも急速充電モード
を支持し、且つ前記端末の作動パラメーターが、急速充電の条件を満足する場合に、前記
通信ユニットが、急速充電モードに従って前記端末に充電することを決定することと、前
記電源アダプター及び前記端末がいずれも急速充電モードを支持し、且つ前記端末の作動
パラメーターが、急速充電の条件を満足しない場合に、前記通信ユニットが普通充電モー
ドに従って前記端末に充電することを決定することとを含む。
【０００９】
　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態は、前記端
末に対する充電する前に、前記通信ユニットと前記端末とが充電パラメーターをネゴシエ
ーションすることは、具体的には、前記充電パラメーターは充電電圧及び充電電流のうち
少なくとも一種を含む。
【００１０】
　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態は、前記通
信ユニットと前記端末とが充電パラメーターをネゴシエーションすることは、具体的には
、前記通信ユニットが、前記端末にハンドシェーク請求メッセージを送信することと、前
記通信ユニットが、前記端末からハンドシェーク応答メッセージを受信し、前記ハンドシ
ェーク応答メッセージが、前記端末の型番、前記端末の標識、前記端末の電池の温度、前
記端末が支持する最大充電電圧、及び前記端末が支持する最大充電電流のうち少なくとも
一種を含むことと、前記通信ユニットが、前記ハンドシェーク応答メッセージの情報に基
づいて前記充電パラメーターを決定することとを含む。
【００１１】
　第一態様または前記実施形態のいずれか一種において、第一態様の他の実施形態は、前
記充電インタフェースはＵＳＢインタフェースである。
【００１２】
　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態は、前記デ
ータケーブルはＵＳＢインタフェースのＤ＋線とＤ－線のうち少なくとも一つである。
【００１３】
　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態は、前記電
源アダプターが前記端末に充電電流を出力する過程で、前記通信ユニットは前記データケ
ーブルにより前記端末との通信を保持する。
【００１４】
　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態は、前記電
源アダプターが前記端末に充電電流を出力する過程で、前記通信ユニットは前記データケ
ーブルにより前記端末から第一情報を受信し、前記第一情報は、当該端末の現在の電池電
圧を示す。
【００１５】
　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態は、前記電
源アダプターが前記端末に充電電流を出力する過程で、前記通信ユニットは前記データケ
ーブルにより前記端末に第二情報を送信し、前記第二情報は、当該電源アダプターが出力
する電流値または電圧値を示す。
【００１６】
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　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態は、前記電
源アダプターが前記端末に充電電流を出力する過程で、前記通信ユニットは前記データケ
ーブルにより前記端末から第三情報を受信し、前記第三情報は、当該端末が当該電源アダ
プターから受け入れる電流値または電圧値を示す。
【００１７】
　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態は、前記電
源アダプターが前記端末に充電電流を出力する過程で、前記通信ユニットは前記データケ
ーブルにより前記端末に第四情報を送信し、前記第四情報は、当該電源アダプターの出力
電圧が過電圧であるか、または出力電流が過電流であることを示す。
【００１８】
　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態は、前記電
源アダプターが前記端末に充電電流を出力する過程で、前記通信ユニットは前記データケ
ーブルにより前記端末から第五情報を受信し、前記第五情報は、当該端末が当該電源アダ
プターから受け入れる電圧が過電圧であるか、または受け入れる電流が過電流であること
を示す。
【００１９】
　第一態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第一態様の他の実施形態には、前記
通信ユニットは前記データケーブルにより前記端末と双方向通信を行う。
【００２０】
　本発明の第二態様は、端末を提供し、電池と充電インタフェースを含む。前記充電イン
タフェースは、電源線を含む。前記端末は、前記電源線により電源アダプターから充電電
流を導入し、前記電池に充電する。前記端末は、通信ユニットを更に含み、前記充電イン
タフェースは、データケーブルを更に含む。前記端末が前記電源アダプターに接続する時
、前記通信ユニットは、前記データケーブルにより前記電源アダプターと通信する。
【００２１】
　第二態様において、第二態様における実施形態は、前記端末に充電する前に、前記通信
ユニットと前記電源アダプターとが前記端末の充電モードをネゴシエーションし、前記充
電モードは、急速充電モード及び普通充電モードを含む。
【００２２】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記通
信ユニットと前記電源アダプターとが前記端末の充電モードをネゴシエーションすること
は、具体的には、前記通信ユニットは、前記電源アダプターからハンドシェーク請求メッ
セージを受信し、前記ハンドシェーク請求メッセージは、前記電源アダプターが急速充電
モードを支持することを示すことと、前記通信ユニットが、前記電源アダプターにハンド
シェーク応答メッセージを送信し、前記ハンドシェーク応答メッセージは、前記電源アダ
プターが急速充電モードに従って前記端末に充電することを示すこととを含む。
【００２３】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記通
信ユニットと前記電源アダプターとが前記端末の充電モードをネゴシエーションすること
は、具体的には、前記通信ユニットは、前記電源アダプターからハンドシェーク請求メッ
セージを受信し、前記ハンドシェーク請求メッセージは、前記電源アダプターが急速充電
モードを支持することを示すことと、前記端末の現在の作動パラメーターが、急速充電の
条件を満足する場合に、前記電源アダプターにハンドシェーク応答メッセージを送信し、
前記ハンドシェーク応答メッセージは、前記電源アダプターが急速充電モードに従って前
記端末に充電することと、前記端末の現在の作動パラメーターが、急速充電の条件を満足
しない場合に、前記電源アダプターにハンドシェーク応答メッセージを送信し、前記ハン
ドシェーク応答メッセージは、前記電源アダプターが普通充電モードに従って前記端末に
充電することとを含む。
【００２４】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記端
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末に対する充電する前に、前記通信ユニットと前記電源アダプターとが充電パラメーター
をネゴシエーションすることは、具体的には、前記充電パラメーターが、充電電圧及び充
電電流のうち少なくとも一種を含む。
【００２５】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記通
信ユニットと前記電源アダプターとが充電パラメーターをネゴシエーションすることは、
具体的には、前記通信ユニットが、前記電源アダプターからハンドシェーク請求メッセー
ジを受信し、前記ハンドシェーク請求メッセージが、前記電源アダプターの型番、前記電
源アダプターの標識、前記電源アダプターの作動状態、前記電源アダプターが支持する最
大充電電圧、及び前記電源アダプターが支持する最大充電電流のうち少なくとも一種を含
むことと、前記通信ユニットが、前記ハンドシェーク請求メッセージの情報に基づいて前
記充電パラメーターを決定することと、前記通信ユニットが、前記端末にハンドシェーク
応答メッセージを送信し、前記ハンドシェーク応答メッセージが、前記端末が前記充電パ
ラメーターに従って前記端末に充電することを示すこととを含む.
【００２６】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記充
電インタフェースはＵＳＢインタフェースである。
【００２７】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記デ
ータケーブルはＵＳＢインタフェースのＤ＋線とＤ－線のうち少なくとも一本である。
【００２８】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記端
末が前記電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で、前記通信ユニットは前記デー
タケーブルにより前記電源アダプターとの通信を保持する。
【００２９】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記端
末が前記電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で、前記通信ユニットが前記デー
タケーブルにより前記電源アダプターに第一情報を送信し、前記第一情報は、当該端末の
現在の電池電圧を示す。
【００３０】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記端
末が前記電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で、前記通信ユニットが、前記デ
ータケーブルにより前記電源アダプターから第二情報を受信し、前記第二情報は、当該電
源アダプターが出力する電流値または電圧値を示す。
【００３１】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記端
末が前記電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で、前記通信ユニットが、前記デ
ータケーブルにより前記電源アダプターに第三情報を送信し、前記第三情報は、当該端末
が当該電源アダプターから受け入れる電流値または電圧値を示す。
【００３２】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記端
末が前記電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で、前記通信ユニットが、前記デ
ータケーブルにより前記端末に第四情報を送信し、前記第四情報は、当該電源アダプター
の出力電圧が過電圧であるか、または出力電流が過電流であることを示す。
【００３３】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記端
末が前記電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で、前記通信ユニットが、前記デ
ータケーブルにより前記電源アダプターに第五情報を送信し、前記第五情報は、当該端末
が当該電源アダプターから受け入れる電圧が過電圧であるか、または受け入れる電流が過
電流であることを示す。
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【００３４】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記端
末はスマートフォンである。
【００３５】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記通
信ユニットと前記電源アダプターとの間の通信は、双方向通信である。
【００３６】
　本発明の第三態様は、充電システムを提供し、第一態様または第一態様のいずれかの実
施形態中の前記電源アダプター、及び第二態様または第二態様のいずれかの実施形態中の
端末を含む。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明の実施例において、電源アダプターは依然として電源線により端末に充電する。
また、電源アダプターが端末と接続する時、当該電源アダプターはデータケーブルにより
端末と通信する。データ、電力の時分割多重化電源線の方式と比べ、電源線に信号隔離ユ
ニットの負荷が過大となることにより産生した発熱現象を効率的に回避することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
　本発明の実施例の技術案を更に明確に説明するように、以下は本発明の実施例に必要と
される図面を簡単に説明する。以下で説明する図面は本発明の実施例に過ぎない。当業者
にとって、創造性の工夫をしないことを前提として、これらの図面に基づいて他の図面を
得ることができる。
【００３９】
【図１】本発明の実施例が提供する電源アダプターを模式的に示すブロック図である。
【図２】本発明の実施例が提供する端末を模式的に示すブロック図である。
【図３】本発明の実施例が提供する充電システムを模式的に示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　本発明の図面及び実施例を結合することより、本発明の実施例の技術案を明確かつ、完
全に説明する。ここで説明される実施例は、本発明の一部の実施例であって、全体の実施
例ではないことは無論である。本発明に基づいて当業者にとって、創造性の工夫をしない
ことを前提として、あらゆる他の実施例は、本発明が保護する範囲に属する。
【００４１】
　図１は、本発明の実施例が提供する電源アダプターを模式的に示すブロック図である。
電源アダプター１００は、電力変換ユニット１１０及び充電インタフェース１２０を含む
。充電インタフェース１２０は、電源線１２１を含み、電力変換ユニット１１０は、電源
線１２１により端末に充電する。電源アダプター１００は、通信ユニット１３０を更に含
み、充電インタフェース１２０は、データケーブル１２２を更に含む。電源アダプター１
００が端末に接続する時、通信ユニット１３０は、データケーブル１２２により端末と通
信する。
【００４２】
　電力変換ユニット１１０は、交流電を直流電に変換する。例えば、２２０ｖの商用電源
を５ｖの直流電に変換する。
【００４３】
　前記電源線１２１は、一本または複数本であってもよい。前記データケーブル１２２は
、一本または複数本であってもよい。
【００４４】
　前記充電インタフェース１２０はＵＳＢインタフェースであってもよい。前記データケ
ーブル１２２は、ＵＳＢインタフェースのＤ＋線とＤ－線のうち少なくとも一本であって



(11) JP 2017-521772 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

もよい。また、本発明の実施例の電源アダプターは、ＵＳＢケーブルと一体的に集合して
も良いが、単独のＵＳＢプラグで、且つ一本のＵＳＢケーブルにより端末と接続してもよ
い。当該ＵＳＢインタフェースは、普通のＵＳＢインタフェースでもよいが、マイクロＵ
ＳＢインタフェースでもよい。
【００４５】
　更に、電源アダプター１００が端末と接続する時、電源アダプター１００が先に端末と
一回または複数回のハンドシェークし、ハンドシェークが終了した後に、さらに充電を開
始することができる。ここで、いわゆるハンドシェークは、電源アダプターと端末がお互
いにメッセージ（または信号）を送信し、充電前に必要な各メッセージをインタラクショ
ンする。例えば、電源アダプターと端末の型番またはタイプ、電源アダプターの作動状態
、端末中の電池の温度、電源アダプターと端末が支持する充電モード、電源アダプターの
電圧電流の出力能力、端末の電圧電流の受け入れる能力などを指す。これらのメッセージ
をインタラクションすることにより、通信ユニットと端末とが充電モードと充電パラメー
ターをネゴシエーションする。例えば、充電モードは、急速充電モードまたは普通充電モ
ードを含み、充電パラメーターは、充電電圧（例えば、開始充電電圧）、充電電流（例え
ば、開始充電電流）などを含む。
【００４６】
　上記のように、通信ユニット１３０と端末との間の通信は、電源アダプターが端末に充
電する前の（この時、電源アダプターはまだ端末に充電電流を出力していない）ネゴシエ
ーションの過程に発生できるが、本発明の実施例はこれに限られるものではなく、通信ユ
ニット１３０と端末との間の通信は、電源アダプターが端末に充電する過程（つまり、電
源アダプターが端末に充電電流を出力する過程）にも発生できる。例えば、充電過程にお
いて、端末から電池電圧を受け入れ、または、充電過程において、端末が検出される電源
アダプターの入力電圧または電流を端末から受け入れ、または、充電過程において、端末
と過電流・過電圧などのメッセージをインタラクションする。それ以外に、通信ユニット
１３０と端末との間の通信は、充電終了時に発生できる。例えば、電源アダプターと端末
とがネゴシエーションして充電を終了する。
【００４７】
　本発明の実施例において、電源アダプターは依然として電源線により端末に充電する。
また、電源アダプターが端末と接続する時、当該電源アダプターはデータケーブルにより
端末と通信する。データ、電力の時分割多重化電源線の方式と比べ、電源線に信号隔離ユ
ニットの負荷が過大することにより産生した発熱現象を効率的に回避することができる。
【００４８】
　その他、一つの実施例として、通信ユニット１３０はデータケーブル１２２により端末
と双方向通信を行う
【００４９】
　具体的に、通信ユニット１３０がお互いにそれぞれのパラメーターをインタラクション
できる。例えば、充電過程において、通信ユニット１３０は、電源アダプターの出力電流
または電圧を端末に出力し、端末も電源アダプターに電源アダプターから受け入れる入力
電圧と電流を出力する。または、通信ユニット１３０は、端末にハンドシェーク請求メッ
セージを送信し、端末に急速充電を支持するか否かを問い合わせる。端末が通信ユニット
１３０にハンドシェーク応答メッセージを返信し、電源アダプターが支持する充電モード
などを通知する。
【００５０】
　その他、一つの実施例として、端末に充電する前に、通信ユニット１３０と端末とが当
該端末の充電モードをネゴシエーションする。充電モードは、急速充電モード及び普通充
電モードを含む。
【００５１】
　具体的に、通信ユニット１３０と端末とがお互いにハンドシェーク信号送信する方式に
より端末の充電モードをネゴシエーションする。当該ハンドシェーク信号は、通信ユニッ
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ト１３０が端末に送信してもよいが、端末から通信ユニット１３０に送信しても良い。
【００５２】
　その他、一つの実施形態として、通信ユニット１３０と端末とが端末の充電モードをネ
ゴシエーションすることは、具体的には、通信ユニットが、端末にハンドシェーク請求メ
ッセージを送信することと、通信ユニットが、端末からハンドシェーク応答メッセージを
受信し、ハンドシェーク応答メッセージが、端末が急速充電モードを支持することを示す
ことと、通信ユニットが、ハンドシェーク応答メッセージに基づいて、急速充電モードに
従って端末に充電することを決定することとを含む。
【００５３】
　前記ハンドシェーク請求メッセージは、電源アダプターが急速充電モードを支持する電
源アダプターを示すことができる。つまり、端末が電源アダプターからのハンドシェーク
請求メッセージを受信する時、当該電源アダプターが急速充電モードを支持する。また、
前記ハンドシェーク請求メッセージには、何も記載せず、端末と通信の請求のみでもよい
。端末が当該ハンドシェーク請求メッセージを応答する時、電源アダプターと端末が更に
充電モードと充電パラメーターなどのメッセージをネゴシエーションする。
【００５４】
　その他、もう一つの実施形態として、通信ユニット１３０と端末とが端末の充電モード
をネゴシエーションすることは、具体的には、通信ユニット１３０が、端末にハンドシェ
ーク請求メッセージを送信することと、端末からハンドシェーク応答メッセージを受信で
きなかった場合に、通信ユニット１３０が、普通充電モードに従って端末に充電すること
を決定することとを含む。
【００５５】
　例えば、電源アダプター及び端末がいずれも急速充電モードを支持する場合に、電源ア
ダプターが端末にハンドシェーク請求メッセージを送信し、端末がハンドシェーク応答メ
ッセージを返信することとなる。しかし、端末がハンドシェーク応答メッセージを返信し
ない場合には、電源アダプターがデフォルトの普通充電モードに従って端末に充電する。
端末がハンドシェーク応答メッセージを返信しない原因は複数の原因がある。例えば、端
末が急速充電モードを支持できず、ハンドシェーク請求メッセージを識別しないこと、ま
たは、端末がハンドシェーク請求メッセージを識別したが、自体の作動状態により急速充
電の条件を満足できないため、電源アダプターにハンドシェーク応答メッセージを送信す
ることを放棄すること、例えば、電池の電力量が極めて低いため、すぐに急速充電モード
に入らない場合に、当該端末がハンドシェーク応答メッセージを返信しないと選択し、電
源アダプターがノーマル充電モードに従って充電する。
【００５６】
　その他、もう一つの実施形態として、前記通信ユニット１３０と前記端末とが端末の充
電モードをネゴシエーションすることは、具体的には、通信ユニット１３０が、端末にハ
ンドシェーク請求メッセージを送信することと、通信ユニット１３０が、端末からハンド
シェーク応答メッセージを受信し、ハンドシェーク応答メッセージが、端末が支持する充
電モード及び端末の現在の作動パラメーターを含むことと、電源アダプター及び端末がい
ずれも急速充電モードを支持し、且つ端末の現在の作動パラメーターが、急速充電の条件
を満足する場合に、通信ユニット１３０が急速充電モードに従って端末に充電することを
決定することと、電源アダプター及び端末がいずれも急速充電モードを支持し、且つ端末
の現在の作動パラメーターが、急速充電の条件を満足しない場合に、通信ユニット１３０
が普通充電モードに従って端末に充電することを決定することとを含む。
【００５７】
　具体的には、電源アダプターがハンドシェーク請求応答メッセージを受信した後に、端
末が急速充電モードを支持できるか否かを判断する。端末が急速充電モードを支持すれば
、電源アダプターはさらに端末の現在の作動パラメーターが急速充電の条件を満足するか
否かを判断する。例えば、端末中の電池の温度は、急速充電に必要される温度を満足する
か否か、端末の電池電圧は、急速充電に必要される最小電圧を満足するか否か、などであ
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る。端末の現在の作動パラメーターが急速充電の条件を満足すれば、急速充電モードに従
って充電する。満足しなければ、ノーマル充電モードで充電する。
【００５８】
　急速充電モードと普通充電モードは二つの相対的に概念である。一般的には、第一電力
量を有する電池を第二電力量に充電する時（第二電力量は第一電力量より多い）、急速充
電モードで充電する必要な時間は普通充電モードで充電時間より少ないと理解される。急
速充電モードの実現は、幾つかの方式を採用できる。例えば、端末に普通充電モードより
大きな電圧または電流を提供する。
【００５９】
　電源アダプターと端末とが充電する前のネゴシエーション過程は充電モードをネゴシエ
ーションするだけではなく、充電の電圧、充電の電流などの各パラメーターをネゴシエー
ションできる。
【００６０】
　その他、一つの実施例として、端末に対する充電する前に、通信ユニット１３０と端末
とが充電パラメーターをネゴシエーションし、充電パラメーターは充電電圧及び充電電流
のうち少なくとも一種を含む。
【００６１】
　例えば、通信ユニット１３０は、端末にハンドシェーク請求メッセージを送信する。通
信ユニット１３０は、端末からハンドシェーク応答メッセージを受信する。ハンドシェー
ク応答メッセージは、端末の型番、端末の標識、端末の電池の温度、端末が支持できる最
大充電電圧、及び端末が支持できる最大充電電流のメッセージのうち少なくとも一種を含
む。通信ユニット１３０はハンドシェーク応答メッセージの情報に基づいて充電パラメー
ターを決定する。
【００６２】
　例えば、通信ユニット１３０は、ハンドシェーク応答メッセージから端末が急速充電モ
ードを支持することを分かる。そして、通信ユニット１３０は端末の型番により当該型番
の端末が急速充電時の電圧・電流値を判断する。また、通信ユニット１３０は端末の電池
の現在の電力量により当該型番の端末が急速充電時の電圧・電流値を判断する。
【００６３】
その他、一つの実施例として、電源アダプター１００が端末に充電電流を出力する過程で
、通信ユニット１３０はデータケーブルにより端末との通信を保持する。
【００６４】
　電源アダプター１００が、端末に充電電流を出力する過程においては、端末と通信ユニ
ット１３０との間で片方向の通信ができる。例えば、端末から電池電圧を獲得し、且つ電
池電圧により出力電圧と電流を調整する。端末と通信ユニット１３０との間で双方向通信
でもできる。例えば、電源アダプター１００が、端末に出力電圧または電流を出力し、且
つ端末が検出される電源アダプターの入力電圧と電流を当該端末から受け入れる。
【００６５】
　その他、一つの実施例として、電源アダプター１００が端末に充電電流を出力する過程
で、通信ユニット１３０はデータケーブル１２２により端末から第一情報を受信し、第一
情報は、当該端末の現在の電池電圧を示す。
【００６６】
端末から端末の現在の電池電圧を獲得することにより、アダプターは出力電圧を調整し、
端末の電池に出力する電圧が当該電池の安全的な充電の電圧を超えないため、本発明の実
施例のアダプターで充電時の安全性を向上する。
【００６７】
　その他、一つの実施例として、電源アダプター１００が端末に充電電流を出力する過程
で、通信ユニット１３０はデータケーブル１２２により端末に第二情報を送信し、第二情
報は、当該電源アダプター１００が出力する電流値または電圧値を示す。
【００６８】
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　端末に当該アダプターが出力する電圧または電流を示すメッセージを送信することによ
り、端末は、入力する電圧または電流がアダプターの出力する電圧または電流とマッチす
るか否かを判断できるため、アダプターと端末との間中の接続は故障が存在するか否かを
判断できる。例えば、短絡などがある。これにより、本発明の実施例のアダプターで充電
時の安全性を更に向上させる。
【００６９】
　その他、一つの実施例として、電源アダプター１００が端末に充電電流を出力する過程
で、通信ユニット１３０はデータケーブル１２２により端末から第三情報を受信し、第三
情報は、当該端末が当該電源アダプター１００から受け入れる電流値または電圧値を示す
。
【００７０】
　端末から端末に入力する電圧または電流を示す情報を受信することにより、アダプター
は、出力する電圧または電流が端末に入力する電圧または電流とマッチするか否かを判断
できるため、アダプターと端末との間中の接続は故障が存在するか否かを判断できる。例
えば、短絡などがある。これにより、本発明の実施例のアダプターで充電時の安全性を更
に向上させる。
【００７１】
　電源アダプター１００と端末との間は、一般的には充電インタフェースにより接続され
、当該充電インタフェース上の線路に抵抗が存在するため、電源アダプター１００が端末
に出力する電流・電圧値は、端末が電源アダプター１００から受け入れる電流・電圧値と
同等とは言えない。充電インタフェース上の線路の抵抗が極めて大きい場合に、電源アダ
プター１００が出力する電圧・電流値は、端末が受け入れる電圧・電流値と大きく異なる
ため、電圧・電流値のインタラクションは後の故障の発見及び排除に支持を提供する。
【００７２】
　その他、一つの実施例として、端末に充電する過程で、通信ユニット１３０はデータケ
ーブル１２２により端末に第四情報を送信し、第四情報は、当該電源アダプター１００の
出力電圧が過電圧であるか、または出力電流が過電流であることを示す。
【００７３】
　その他、一つの実施例として、端末に充電する過程で、通信ユニット１３０はデータケ
ーブル１２２により端末から第五情報を受信し、第五情報は、当該端末が当該電源アダプ
ター１００から受け入れる電圧が過電圧であるか、または受け入れる電流が過電流である
ことを示す。
【００７４】
　その他、一つの実施例として、端末に充電する前に、通信ユニット１３０はデータケー
ブル１２２により端末から第六情報を受け入れる。第六情報は、当該端末中の電池の温度
を示す。
【００７５】
　端末から端末の現在の電池の温度を獲得することにより、アダプターは電池の状態を判
断できる。例えば、電池の温度が予め設定した閾値を超える場合に、端末が電池の安全性
が比較的に低いと判定できるため、電力の出力を停止することができる。これにより、本
発明の実施例のアダプターで充電時の安全性を更に向上させる。
【００７６】
　その他、一つの実施例として、端末に充電する前に、通信ユニット１３０がデータケー
ブル１２２により端末に第七情報を送信する。第七情報は、当該電源アダプターの標識ま
たは型番を示す。
【００７７】
　端末に当該アダプターの標識または型番を示すデータを送信することにより、端末は、
接続された設備がアダプターだと判定できるため、携帯電話が充電状態に入る処理をトリ
ガーできる（当該処理は、従来の技術に似ていてもよい。ここで、詳しい説明を省略する
）、携帯電話が接続された設備はコンピュータまたは他の端末だと誤認することによる故
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障を回避する。
【００７８】
　その他、一つの実施例として、端末に充電する前に、通信ユニット１３０がデータケー
ブル１２２により端末から第八情報を受信する。第八情報は、当該端末の標識または型番
を示す。
【００７９】
　端末から端末の標識または型番のデータを獲得し、アダプターが当該データを予め記録
することにより、当該端末が使用する電池のパラメーター（例えば、急速充電を支持でき
るか否か、定格充電電圧など）を決定する。従って、端末設備が当該端末に当該電池のパ
ラメーターに応じた電力を出力するため、本発明の実施例のアダプターで充電時の安全性
を更に向上させる。
【００８０】
　上記内容と図１と結合し、本発明の実施例に基づく電源アダプターを詳しく説明する。
以下の内容は、図２と結合し、本発明の実施例に基づく端末を詳しく説明する。電源アダ
プターと端末は、充電システムにおけるお互いに配合し、お互いに対応する二つの装置で
ある。簡素化のため、やや重複の内容を適当に省略する。
【００８１】
　図２は、本発明の実施例が提供する端末を模式的に示すブロック図である。図２の端末
２００は、電池２１０と充電インタフェース２２０を含む。充電インタフェース２２０は
、電源線２２１を含む。端末２００は、電源線２２１により電源アダプターから充電電流
を導入し、電池２１０に充電する。端末２００は、通信ユニット２３０を更に含み、充電
インタフェース２２０は、データケーブル２２２を更に含む。端末２００が電源アダプタ
ーに接続する時、通信ユニット２３０は、データケーブル２２２により電源アダプターと
通信する。
【００８２】
　本発明の実施例において、電源アダプターは依然として電源線により端末に充電する。
また、電源アダプターが端末と接続する時、当該電源アダプターはデータケーブルにより
端末と通信する。データ、電力の時分割多重化電源線の方式と比べ、電源線に信号隔離ユ
ニットの負荷過大により産生した発熱現象を効率的に回避することができる。
【００８３】
　その他、一つの実施例として、端末に充電する前に、通信ユニット２３０と電源アダプ
ターとが当該端末の充電モードをネゴシエーションする。充電モードは、急速充電モード
及び普通充電モードを含む。
【００８４】
　その他、実施形態として、通信ユニット２３０と電源アダプターとが端末の充電モード
をネゴシエーションすることは、具体的には、通信ユニット２３０は電源アダプターから
ハンドシェーク請求メッセージを受信し、ハンドシェーク請求メッセージは、電源アダプ
ターが急速充電モードを支持することを示すことと、通信ユニット２３０は、電源アダプ
ターにハンドシェーク応答メッセージを送信し、ハンドシェーク応答メッセージは、電源
アダプターが急速充電モードに従って端末に充電することを示すこととを含む。
【００８５】
　その他、一つの実施例として、通信ユニット２３０と電源アダプターとが端末の充電モ
ードをネゴシエーションすることは、具体的には、通信ユニット２３０は、電源アダプタ
ーからハンドシェーク請求メッセージを受信し、ハンドシェーク請求メッセージは、電源
アダプターは急速充電モードを支持することを示すことと、端末の現在の作動パラメータ
ーは急速充電の条件を満足する場合に、電源アダプターにハンドシェーク応答メッセージ
を送信し、ハンドシェーク応答メッセージは、電源アダプターが急速充電モードに従って
端末に充電することを示すことと、端末の現在の作動パラメーターが急速充電の条件を満
足しない場合に、電源アダプターにハンドシェーク応答メッセージを送信し、ハンドシェ
ーク応答メッセージは、電源アダプターが普通充電モードに従って端末に充電することを
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示すこととを含む。
【００８６】
　その他、一つの実施例として、端末に対する充電する前に、通信ユニット２３０と電源
アダプターとが充電パラメーターをネゴシエーションし、充電パラメーターは充電電圧及
び充電電流のうち少なくとも一種を含む。
【００８７】
　その他、一つの実施例として、通信ユニット２３０は電源アダプターと充電パラメータ
ーをネゴシエーションする。具体的には、通信ユニット２３０は電源アダプターからハン
ドシェーク請求メッセージを受信し、ハンドシェーク請求メッセージは、電源アダプター
の型番、電源アダプターの標識、電源アダプターの作動状態、電源アダプターが支持でき
る最大充電電圧及び電源アダプターが支持できる最大充電電流のうち少なくとも一種を含
む。通信ユニット２３０はハンドシェーク請求メッセージの情報に基づいて充電パラメー
ターを決定する。通信ユニット２３０が端末にハンドシェーク応答メッセージを送信し、
ハンドシェーク応答メッセージは、端末が充電パラメーターに従って端末に充電すること
を示す。
【００８８】
　その他、一つの実施例として、充電インタフェースはＵＳＢインタフェースである。
【００８９】
　その他、一つの実施例として、データケーブル２２２はＵＳＢインタフェースのＤ＋線
とＤ－線のうち少なくとも一本である。
【００９０】
　その他、一つの実施例として、端末が電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で
、通信ユニット２３０はデータケーブル２２２により電源アダプターとの通信を保持する
。
【００９１】
　その他、一つの実施例として、端末が電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で
、通信ユニット２３０はデータケーブル２２２により電源アダプターに第一情報を送信し
、第一情報は、当該端末の現在の電池電圧を示す。
【００９２】
　その他、一つの実施例として、端末が電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で
、通信ユニット２３０は、データケーブル２２２により電源アダプターから第二情報を受
信し、第二情報は、当該電源アダプターが出力する電流値または電圧値を示す。
【００９３】
　その他、一つの実施例として、端末が電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で
、通信ユニット２３０は、データケーブル２２２により電源アダプターに第三情報を送信
し、第三情報は、当該端末が当該電源アダプターから受け入れる電流値または電圧値を示
す。
【００９４】
　その他、一つの実施例として、端末が電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で
、通信ユニット２３０は、データケーブル２２２により端末に第四情報を送信し、前記第
四情報は、当該電源アダプターの出力電圧が過電圧であるか、または出力電流が過電流で
あることを示す。
【００９５】
　その他、一つの実施例として、端末が電源アダプターから充電電流を受け入れる過程で
、通信ユニット２３０は、データケーブル２２２により電源アダプターに第五情報を送信
し、第五情報は、当該端末が当該電源アダプターから受け入れる電圧が過電圧であるか、
または受け入れる電流が過電流であることを示す。
【００９６】
　その他、一つの実施例として、端末はスマートフォンである。
【００９７】
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　上記に挙げられたスマートフォンは端末の一例に過ぎない。本発明はこれに限定された
ものではない。本発明の技術案は、電池で給電することにより機能を完成する各種の設備
に応用できる。例えば、タブレット、携帯式計算設備、メッセージ表示設備、画像撮影設
備または通信設備などに応用できる。
【００９８】
　その他、一つの実施例として、通信ユニット２３０と電源アダプターとの間の通信は双
方向通信である。
【００９９】
　図３は、本発明の実施例が提供する充電システムを模式的に示すブロック図である。当
該充電システムは、電源アダプター１００と端末２００とを含む。
【０１００】
　本発明における用語「及び／または」は、関連対象の関連関係を説明し過ぎず、三つの
関係を示すことができる。例えば、Ａ及び／またはＢは、Ａのみ存在し、Ａ及びＢが存在
し、Ｂのみ存在しているという三つの状況が存在している。また、本発明の文字「／」は
、一般的に前後の関連対象は「または」の関係を示す。
【０１０１】
　本発明の各実施例において、上記の各過程の番号の大きさは、実行の順番を指すことで
はない。各過程の実行順番は、その自体の機能及び本来のロジックで決定する。本発明の
実施例の実施過程に何らかの限定をさせない。
【０１０２】
　当業者は、本発明が開示されている実施例が説明したユニット及びアルゴリズムステッ
プと結合し、電子ハードウェア、またはコンピュータソフトウェアと電子ハードウェアの
結合することにより実現できる。これらの機能は、果たしてハードウェアまたはソフトウ
ェアで実行するのは、技術案の特定応用と設計拘束条件で決定する。当業者は、特定の応
用ずつ異なる技術案を使用することにより説明した機能を実現できるが、この実現は本発
明の範囲を超えるとは考えない。
【０１０３】
　当業者は、説明の便利及び簡素化のため、上記の説明したシステム、装置及びユニット
の具体的な作動過程は、前記方法の実施例における対応する過程を参照するので、ここで
詳しく説明しないと明確に了解される。
【０１０４】
　本発明が提供された幾つかの実施例において、開示されているシステム、装置及び方法
は、他の方式で実現できる。例えば、上記説明した装置の実施例は概略のものである。例
えば、前記ユニットの分割は、ロジック機能の分割として、実際に実現するときには、他
の分割方式があるかもしれない。例えば、複数のユニットまたはモジュールを組み合わせ
、またはもうひとつのシステムに集合でき、または幾つかの特徴が省略でき、または実行
しなくてもできる。もう一つは、表示または討論したお互いの間のカップリング、または
直接のカップリング、または通信接続は、幾つかのインタフェースにより、装置、または
ユニットの間接カップリング、または通信接続は、電気性、機械性または他の形式でも可
能になる。
【０１０５】
　分離部材として説明したユニットは、物理的に分離するか物理的に分離しないこととし
てもよい。表示部材として説明したユニットは、物理的なユニットであるか、または物理
的なユニットでなくてもよい。一つの場所に位置するか、または複数のネットユニットに
分布することとしてもよい。実際のニーズに応じてその部分または、全部のユニットで本
実施例の目的を実現する。
【０１０６】
　本発明の各実施例の各機能ユニットは、一つの処理ユニットに集合できるか、各ユニッ
トが単独に物理的に存在できるか、二つまたは二つ以上のユニットを一つのユニットに集
合してもできる。
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【０１０７】
　前記機能は、ソフトウェア機能ユニットの形態で実現し、且つ独立の製品として販売ま
たは使用する時、コンピュータで読み取り可能の記録媒体に記録することができる。この
ような理解に基づいて、本発明の技術案は、本質的に、または従来の技術に貢献する部分
または当該技術案の部分は、ソフトウェアの形式で実施する。当該コンピュータソフトウ
ェアプロダクトは、ある記録媒体に記録し、若干の指令によりあるコンピュータ設備（個
人コンピュータ、サーバ、またはネットワーク設備）に本発明の各実施例が記載している
前記方法の全部または部分のステップを実行させる。前記の記録媒体は、Ｕディスク、リ
ムーバブルハードディスク、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ，Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ，Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒ
ｙ）、磁気ディスクまたは光ディスクなどのコードが記録できる各媒体を含む。
【０１０８】
　上記の内容は、本発明の望ましい実施例に過ぎず、本発明を限定するものではない。当
業者が、本発明が開示されている技術の範囲に、容易に想到できる変更また切り替えは、
本発明の保護範囲に属する。従って、本発明の保護範囲は特許請求の保護範囲を基準とす
る。

【図１】

【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月14日(2016.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２２】
　前記通信ユニットと前記電源アダプターとが充電パラメーターをネゴシエーションする
ことは、具体的には、
　前記通信ユニットが、前記電源アダプターからハンドシェーク請求メッセージを受信し
、前記ハンドシェーク請求メッセージが、前記電源アダプターの型番、前記電源アダプタ
ーの標識、前記電源アダプターの作動状態、前記電源アダプターが支持できる最大充電電
圧、及び前記電源アダプターが支持できる最大充電電流のうち少なくとも一種を含むこと
と、
　前記通信ユニットが、前記ハンドシェーク請求メッセージの情報に基づいて前記充電パ
ラメーターを決定することと、
　前記通信ユニットが、前記電源アダプターにハンドシェーク応答メッセージを送信し、
前記ハンドシェーク応答メッセージが、前記電源アダプターが前記充電パラメーターに従
って前記端末に充電することを示すことと、を含むことを特徴とする請求項２１に記載の
端末。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　第二態様または前記実施形態のいずれかにおいて、第二態様の他の実施形態は、前記通
信ユニットと前記電源アダプターとが充電パラメーターをネゴシエーションすることは、
具体的には、前記通信ユニットが、前記電源アダプターからハンドシェーク請求メッセー
ジを受信し、前記ハンドシェーク請求メッセージが、前記電源アダプターの型番、前記電
源アダプターの標識、前記電源アダプターの作動状態、前記電源アダプターが支持する最
大充電電圧、及び前記電源アダプターが支持する最大充電電流のうち少なくとも一種を含
むことと、前記通信ユニットが、前記ハンドシェーク請求メッセージの情報に基づいて前
記充電パラメーターを決定することと、前記通信ユニットが、前記電源アダプターにハン
ドシェーク応答メッセージを送信し、前記ハンドシェーク応答メッセージが、前記電源ア
ダプターが前記充電パラメーターに従って前記端末に充電することを示すこととを含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　端末から端末の標識または型番のデータを獲得し、アダプターが当該データを予め記録
することにより、当該端末が使用する電池のパラメーター（例えば、急速充電を支持でき
るか否か、定格充電電圧など）を決定する。従って、電源アダプターが当該端末に当該電
池のパラメーターに応じた電力を出力するため、本発明の実施例のアダプターで充電時の
安全性を更に向上させる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　その他、一つの実施例として、通信ユニット２３０は電源アダプターと充電パラメータ
ーをネゴシエーションする。具体的には、通信ユニット２３０は電源アダプターからハン
ドシェーク請求メッセージを受信し、ハンドシェーク請求メッセージは、電源アダプター
の型番、電源アダプターの標識、電源アダプターの作動状態、電源アダプターが支持でき
る最大充電電圧及び電源アダプターが支持できる最大充電電流のうち少なくとも一種を含
む。通信ユニット２３０はハンドシェーク請求メッセージの情報に基づいて充電パラメー
ターを決定する。通信ユニット２３０が電源アダプターにハンドシェーク応答メッセージ
を送信し、ハンドシェーク応答メッセージは、電源アダプターが充電パラメーターに従っ
て端末に充電することを示す。
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【国際調査報告】
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